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◆概要 
立命館大学 SR センター BL-10 は 2 結晶分光器を用いた 1000～4000 eV 程度の軟 X 線の高エネルギ

ー領域 XAFS 用のビームラインで、K 吸収端では Na、Mg、Al、Si、P、S、Cl、Ar、K、(Ca)、L 吸収端では Zn
～Sb の測定が可能である。高真空測定室、大気圧測定室（He ガス雰囲気）がタンデムに配置され、試料は

固体以外にも液体やゾル・ゲル等の測定が可能である。また、近年開発したトランスファーベッセルを使用

し、嫌気性試料をグローブボックスから大気非暴露で輸送・測定することも可能である。 
 
◆ビームラインの構成 

○フロントエンド 
可視・真空紫外光カット用 Be フィルタ 

○集光鏡 
  Ni (1000Å)/Si トロイダルミラー 
○分光器 
  ゴロブチェンコ型 2 結晶分光器 
  Beryl(10-10)、Quartz(10-10)、KTP(011) 
  InSb(111)、Ge(111)、Si(111)、Si(220) 
○Io モニタ 
○高真空測定室、大気圧測定室 

 
 

◆光学系のレイアウト 

 
 

◆ビームラインの仕様 
 

構成 フロントエンド、集光ミラー、2 結晶分光器、Io モニタ、測定室 
エネルギー範囲 約 1000 ～ 4000 eV 程度 
ビームサイズ 高真空測定室：約 6 mm × 3 mm ／ 大気圧測定室：約 5 mm × 2 mm 

フラックス 108－1010 photons/sec 程度 

測定室 高真空測定室：5 分程度の排気で測定可。試料 16 個取り付け可。 
大気圧測定室：30 分程度で He ガス置換可。試料 5 個程度取り付け可。 

測定モード 全電子収量(サンプルカレント)、蛍光 X 線収量(シリコンドリフト検出器)、透過法 
測定試料形態 固体(ウエハー、粉末など)、溶液、ゲルなど 

その他 高真空測定室：全電子収量、蛍光収量測定、透過法が可能。 
トランスファーベッセル(BL-2 と共通)の利用可能。 



 
 
◆試料上のフラックス 

 

 

IRD 社製フォトダイオード

AXUVSP2 を使用 

HV：高真空、AP:大気圧    
 

 
 
◆大気非暴露試料輸送・設置システム 
 

   
試料導入系と測定室                   トランスファーベッセル 



◆測定例 

 

 

 

 
 

 
 
充放電したリチウム電池硫化物電

極の S K 吸収端 XAFS スペクトル.
T. Takeuchi et al., J. Electrochem. 
Soc. 157, A1196-A1201, (2010). 

 
 
大気非暴露／大気暴露LiPF6の

P  K 端 XANES スペクトル 
(TEY). 

  
 
ガス中蒸発法で作製された Mg 超微粒子の Mg K 端 XANES スペクトル. 
S. Ogawa et al., e-J. Surf. Sci. Nanotech. 8, 246-249, (2010). 

Al K-XANES スペクトル        Si K-XANES スペクトル       Cl K-XANES スペクトル 

   
 
キシレン溶液中で水素バブリングされた

Pd/USY ゼオライトの Pd L3 端 XANES. 
スペクトル (大気圧下測定). 
K. Okumura et al., J. Catalysis 273, 156-166 
(2010). 
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